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新たなるステージへの挑戦 
～和賀組さんで良かったと言われよう～ 

 

株式会社和賀組 代表取締役 和賀幸雄 

先日ある方のブログを読んでいて、感銘を受けた内容を紹介します。それは東京大学を卒業した母
親が、息子からの「なんで勉強なんかしなければいけないの？」という問いに対し語った、納得させられる
素晴らしい答えでした。 
母親は机の上に水の入ったコップを置いてこう答えたそうです。 
「算数」を学べばこの中に 200mlの水があると"数字"で見えるようになる                             
「理科」を学べばこの水は水素と酸素から出来ている事を知れる                                                                      
「社会」を学べばこの水がどこから来た物のか世界にはこの綺麗な水を飲む事が出来ない人達が沢山いる事を知れる 
「美術」を学べばこの水の綺麗な反射を描く事が出来るようになる 
「音楽」を学べば同じコップでも水の量で音を変えれることにも気づける 
「技術」を学べばこのコップがどんな素材でなぜ漏れないのかがわかり、人の"創造"の凄さを知ることができる         
「保健体育」を学べばこの水が身体にどれだけ大切なのか、健康を支える命の正体が見えてくる                
「道徳」を学べばこの水を誰かと分かち合うことの大切さを学べ、思いやりの心が育つ                      
「国語」を学べば今私が話した"全部の意味"を"正しく理解"する事ができるようになる                     
「英語」を学べばこの話を世界中の人達と分かち合えるようになる                                  
「哲学」を学べばこの話に何の意味があるのかを考えられるようになる 
でももし何も学ばなかったらこのコップにあるのは「ただの水」で終わる。だから勉強するの。この世界をただ見ているだけ
の人生で終わらせない為にね 

 「学ぶ者に老いなし」という名言があります。経営者自身が学びを止めると会社も成長しないと
も言われております。当社では新たな資格取得など社員の皆さんに学びや成長を求めておりま
すが、同時に我々経営者も自らが学び続けることが重要であると考えます。いよいよ冬本番を
迎えます。インフルエンザの流行も見られますが、予防接種を受けて健康管理、体調管理には
十分留意して年末を迎えて参りましょう。 

除雪安全祈願祭 ADK富士システムＤＸセンター 横堀道路開通 
10/29 湯沢雄勝地域道路除排雪安全協議
会による安全祈願祭が開催されました。インフル
エンザやコロナが流行しております。関係者の皆さ
んは健康管理に十分に留意され、地域住民の
皆様の負託に応えるべく頑張って頂きたいと思い
ます。 

当社監査役の
齋藤和美氏が
社長を務めて
おります、ADK
富士システム
株式会社が、
それまで手形
にありました
「DXセンター」

を大町３丁目に移転されました。当社も工事に携わ
らせて頂きまして、11/10開所式が開催されました。
秋田県を代表するソフトウエア・システム会社として今
後ますます発展されるものと期待しております。 

11/22
に東北
中央自
動車道
下院内
IC～雄
勝こま
ち IC

間が 15:00から供用開始となりました。これに先立ち
雄勝中学校体育館にて 11:00から開通式が行われ
れました。鈴木健太秋田県知事が「山形県境がすぐ間
近に迫ってきた。事業中区間の早期完成に全力で取り
組んでいく」とあいさつされました。 
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